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愛南町新エネルギー等導入促進補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この告示は、環境への負荷の少ないエネルギーの利用の促進、地球温暖化の防止

及び資源の有効利用の推進を図るため、自然環境への負荷を低減する機器を購入した者

に対し、予算の範囲内において補助金を交付することについて、愛南町補助金等交付規

則（平成17年愛南町規則第５号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この告示において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

(１) 太陽光発電システム 一般財団法人電気安全環境研究所の認証を受けたもの又は

これに準じた性能を持つもので、住宅の屋根等への設置に適した低圧配電線と逆潮流

のある方式で系統連系するものをいう。 

(２) 燃料電池 国が実施する家庭用燃料電池システム導入支援事業の補助対象機器に

指定されているものをいう。 

(３) リチウムイオン蓄電池 一般社団法人環境共創イニシアチブが実施するネッ

ト・ゼロ・エネルギー・ハウス支援事業の補助対象機器に指定されているものをいう。 

(４) クリーンエネルギー自動車 一般社団法人次世代自動車振興センターが補助対象

機器として指定している電気自動車（ＥＶ）、プラグインハイブリッド車（ＰＨＶ）

をいう。 

(５) ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス 外皮の断熱性能等の向上及び高効率な設備

システムの導入により、大幅な省エネルギーを実現した上で、再生可能エネルギー等



により、年間の一次エネルギー消費量の収支が正味（ネット）でゼロ以下となる住宅

で、次の要件を満たすものであること。 

ア 国土交通省の「建築物のエネルギー消費性能の表示に関する指針」に基づく第三

者認証（住宅版ＢＥＬＳ）において、次の評価・認証を受けた住宅であること。 

（ア） 一次エネルギー消費量基準がゼロエネ相当であること。 

ａ 設計一次エネルギー消費量は、再生可能エネルギーを除き、基準一次エネル

ギー消費量から20パーセント以上削減されていること。 

ｂ 設計一次エネルギー消費量は、再生可能エネルギーを加えて、基準一次エネ

ルギー消費量から100パーセント以上削減されていること。 

（イ） 強化外皮基準（ＵＡ値）が0.6Ｗ／㎡Ｋ以下であること。 

イ 県内に本店を置く中小建築業者等が施工する住宅であること。 

(６) 補助対象機器 前各号に掲げる機器で、未使用のもの（リース機器を除く。） 

(７) 住宅 建築基準法（昭和25年法律第201号）第２条第４号の規定による居住を目

的とする居室で、延べ床面積の２分の１以上を有するものをいう。 

（補助対象者） 

第３条 補助金の交付対象となる者は、町内に住所を有し、かつ、現に居住している者又

は事業完了後直ちに町内に住所を設置し、かつ、居住しようとする者で、次の各号に定

める補助対象機器の購入に対し、それぞれ当該各号の条件に該当し、町税等を滞納して

いないものとする。 

(１) 太陽光発電システム 電力会社と電力受給契約を締結する者で、自らの居住の用

に供する住宅に設置し、又は建売住宅供給者等から自ら居住するために町内の補助対

象機器付き住宅を購入する者。 

(２) 燃料電池 

ア 電力会社と電力受給契約を締結する者で、自らの居住の用に供する住宅に設置し、

又は建売住宅供給者等から自ら居住するために町内の補助対象機器付き住宅を購入

する者。 

イ えひめカーボンクレジット倶楽部(太陽光発電設備、コージェネレーションシス

テム)に入会する意思のある者。ただし、えひめカーボンクレジット倶楽部(太陽光

発電設備、コージェネレーションシステム)運営規約の入会資格を満たさないもの

又は町長が抵当でないと認めるものを除く。 



(３) リチウムイオン蓄電池 

ア 自らの居住の用に供する住宅に設置し、又は建売住宅供給者等から自ら居住する

ために町内の補助対象機器付き住宅を購入する者。 

イ えひめカーボンクレジット倶楽部(太陽光発電設備、コージェネレーションシス

テム)に入会する意思のある者。ただし、えひめカーボンクレジット倶楽部(太陽光

発電設備、コージェネレーションシステム)運営規約の入会資格を満たさないもの

又は町長が抵当でないと認めるものを除く。 

(４) ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス 自らの居住の用に供する住宅に設置し、又

は建売住宅供給者等から自ら居住するために町内の補助対象機器付き住宅を購入する

者。 

(５) クリーンエネルギー自動車 自家用として購入する者。 

（補助対象機器及び補助金額） 

第４条 補助対象機器及び補助金の額は、別表のとおりとし、１世帯につき各補助対象機

器ごとに１機器を限度とする。ただし、クリーンエネルギー自動車については、この限

りでない。 

（交付の申請） 

第５条 補助金の交付を受けようとする者は、新エネルギー等導入促進補助金交付申請書

（様式第１号）に関係書類を添えて町長に申請しなければならない。 

（交付の決定） 

第６条 町長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、補助金の交

付の適否を決定し、新エネルギー等導入促進補助金交付（変更・却下）決定通知書（様

式第２号）により当該申請をした者に対して通知するものとする。 

（補助事業の変更等） 

第７条 補助金の交付の決定を受けた者（以下「補助対象者」という。）は、第５条の規

定により提出した書類の内容を変更をしようとするとき又は交付決定を受けた事業を中

止し、若しくは廃止しようとするときは、新エネルギー等導入促進補助金交付変更（中

止・廃止）申請書（様式第３号）に関係書類を添えて町長に申請しなければならない。 

２ 町長は、前項の規定による申請により交付決定を変更するときは、その内容を審査し、

新エネルギー等導入促進補助金交付（変更・却下）決定通知書により補助対象者に通知

するものとする。 



（実績報告） 

第８条 補助対象者は、当該完了の日から起算して１か月以内（前条の規定により補助事

業の変更の承認を受けた場合は、当該変更の承認に係る通知書を受理した日から１か月

以内）又は補助事業を実施した年度の３月31日のいずれか早い日までに、新エネルギー

等導入促進補助金実績報告書（様式第４号。以下「実績報告書」という。）に関係書類

を添えて町長に報告しなければならない。 

（補助金額の確定及び交付） 

第９条 町長は、前条の規定による報告があったときは、実績報告書等を審査し、当該補

助対象事業の完了を確認の上、交付すべき補助金の額を確定し、交付するものとする。 

（交付の取消し及び返還） 

第10条 町長は、補助対象者が、偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けた場合

は、補助金の交付の全部又は一部を取り消し、期限を定めて、既に交付した補助金の返

還を命ずることができる。 

（処分の制限） 

第11条 補助対象者は、補助金の交付を受けた補助対象機器を法定耐用年数の期限内にお

いて、廃棄、売却等により処分しようとするときは、あらかじめ財産処分承認申請書

（様式第６号）を町長に提出し、その承認を受けなければならない。 

（協力） 

第12条 町長は、補助対象者に対し、必要に応じて電気、ガス及びガソリン等の使用量の

データの提供その他の協力を求めることができる。 

（その他） 

第13条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この告示は、平成27年４月１日から施行する。 

（愛南町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱及び愛南町住宅用燃料電

池・蓄電池システム設置費補助金交付要綱の廃止） 

２ 次に掲げる要綱は、廃止する。 

(１) 愛南町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱（平成22年愛南町告示第

20号） 



(２) 愛南町住宅用燃料電池・蓄電池システム設置費補助金交付要綱（平成26年愛南町

告示第23号） 



別表（第４条関係） 

補助対象機器 補助金の額 

太陽光発電システム 太陽電池モジュールの最大出力のキロワッ

ト数（単位はキロワットとし、１キロワッ

ト未満の端数があるときは、小数点以下第

３位を四捨五入し、出力が８キロワットを

超える発電システムにあっては８キロワッ

トとする。）に25,000円を乗じて得た額

（当該額に1,000円未満の端数があるとき

は、これを切り捨てる。）とする。ただ

し、増設の場合は、８キロワットから過去

において補助金の交付を受けた発電システ

ムの最大出力を差し引いたものとする。 

燃料電池 補助対象機器購入費から国その他の補助金

の収入額を控除した額の10分の１以内又は

10万円のいずれか低い方の額とする。ただ

し、算出された額に1,000円未満の端数が

生じた場合は、これを切り捨てる。 

リチウムイオン蓄電池 

クリーンエネルギー自動車  

 電気自動車（ＥＶ） 一般社団法人次世代自動車振興センターが

設定している補助金の額と同額又は20万円

のいずれか低い方の額とする。 

プラグインハイブリッド車（ＰＨ

Ｖ） 

一般社団法人次世代自動車振興センターが

設定している補助金の額と同額又は10万円

のいずれか低い方の額とする。 

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス 20万円（定額） 


